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部門連関バランスの諸形態と固定フォンド(3 ) 

日抗

まえカ〈き

I 中央統計同=ェイジι リマシ表式と固定フ方:/}-"

E オパーリ γ多部門表式と国定フォンド

1 オハ-yy衰式の構成

野津止徳

2 オパーリ γ査式における社会的総生産物と固定フォンド

(1) 社会部総生産物の構成

(2) 社会的総生産物の循環と固定フォ γ ド

( ; ) 生産フォ y}*申存在量

(ii) 生産手段の価値静転と補填(以上J 第101巻第2号)

(in) 国民所得的分配再分配最終利用

(iv) 蓄積の部門連関

血 グダヤン b師門表式と固定フォンド

1 ダダヤン5部門再生産モデルと部門連関バランス

(1) 2部門再生産モデル

(2) 5部門再生産手デル

(3) 5部門部門連関バランス(以上!第101巷第4号)

(4) 部門連関バランスのー盤的表式

2 タダャ γ部門連関バラ γスにおける社会的総生産物と固定フォンド

lV 国民経済バランスと固定フォンド

廿 す ぴ(以上p 本号〕

E ダダヤン 5部門表式と固定7オンド

1 ダダヤン 5部門再生産モテソレ正部門連関パラ:/;<

(4) 部門連関ノミラ Yスの一般的表式

ダダヤンの 5部 門部門連関パラ γスりでは，部門分割が生産物の経済的用途

の相異に も と づ い て 行 われ，各部門が特定の経済的用途をもっ生産物をただ 1

種類しかふくまなし、，と仮定されている。ダダヤVは，ついで各部門 (rro卯 田 耳

1l 野津正信，部門連関パヲンスの諸形態と固定フォシド (2)， r経済論叢」第101巻第4号，昭和
43年4月， 55 -57ベ-~o
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回閲覧e)'の内部をさらに諸部門に区分し，各部門(第1 第5)がその内部に，

同じ経済的用途をもつが素材的種類の異なる生産物を生産するいくつかの諸部

門 (OTpaC"~) 壱ふくむものと仮定する。このいわば 2 層の部門分類にもとづい

て構成さ札た部門連関パラ Yスを，ダダヤ Y~;ì，部門連関ノミラ Yスの一般的表

式めとよぶ。これをかかげると第四表のごとくである。

fi;:fr明日;フ;::
上(士一~I@ 1-:-一二二日_1_1

744十Jr|
入 I: I二一1ー工:午@~H@

v -1一 一 一一一|一一1-1-円|了

1* 1雇 ~I ⑨ ， - - ，--，一一一一一一

福EE工0)Iごゴ工二卜山一-1-ケ王子

子時冗-十-1 1十I-I~@
注1)且aJ¥aflH，"口。CTpoeHnec四 MhlMe1KO叩 aCJJe回目白JIaHCaHapOAHOJ'O X03HUCTJ3a'''， CTp. 96 

2) 1，1l.m，lV， Vの各部門はぞれぞれが内部に語部門 (n部門〕をふ〈むものとされる。

2) B 瓦a疋alJH，，9，、OItOAU'lec/C，μepac'Iemu no .MoiJeJlU pacmupeHllozo 80CnpOu，38odcmlJa， ，1966， CTp. 61 

3) Ta.M :JK:e， "no巴TpoeHHecxeMbI MeAO虐'paCJleBOrO6aJI3Hca Hapo，l¥HOrO xo却益CTlI1l". Bonpocbt 3liひHO-
MUκU:， No. 8， 1962， CTp. 9ti 
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このように構成された一般的表式の個々の欄は，それぞれが独自のパラ γ月

の役割をはたす個別表であるとみなすことができる。第10表')において，①②

③④CQ:⑫②は労働対象の生産と配分の部門連関パランス，⑦⑧⑨は労働手段の

単純再生産(磨損補填)のパヲ Yス， CV@⑫は労働手段の生産と配分のパラ y

7>，⑫⑮⑫は消費資料の生産と配分のパラソス，⑬⑫は非生産的固定アォ Y ド

の生産と配分，⑮⑫は国防生産物の生産と配分，をそれぞれ示している。ま 7こ，

輸入欄の横行は各輸入生産物の配分と利用を示し，⑭⑮は，非生産的分野の労

働者の労賃， および年金手当などの所得再分配の要素を示している句。 とのよ

うに，部門連関ノミフ Y 月の一般的表式は，個えのパヲ γス表と再生産の諸要素

を総括し，単ーの体系に結合した表式である。したがって一般的表式は， I社

会的生産物の生産，配分， 利用のすべての指標を単一の休系;.'ふくみJ， 再生

産過程の諸要素のバヲ Y ス関係を「生産物の経済的用途とその特殊な物的形態

〈生産物種類〉との両断面」から明らかにしうる表式として， 国民経済の経済分

析と計画化に大きな役割をはたすものとされている。

2 ダダヤン部門連関パラ〉ノスにおける社会的総生産物と固定フォ γ ド

(1) 社会的総生産物の構成

さて，つぎに，ダダヤン部門連関ノ、ラン月が，どのように社会的総生産物の

構成，循環と固定フォンドの回転を表示するかを，主としてその 5部門部門連

関バヲユ/ス・第9表")を対象として検討したし、。

まず社会的総生産物の価緬構成は，バラ y;えの縦列「生産への支出」のうち

に示される。縦列「生産への支出」において，各部門(1~ 5)別に，労働対

象(国内生産物，輸入生産物)の生産的消費による移転価値部分， 減価償却額=

労働手段の移転価値部分，新しく創出された価値部分=国民所得が示されてい

る。国民所得はf曲値形態において，必要生産物部分をあらわす労働支払(v)と

4) 同様の表式は「拡大再生産の部門連関パラジスのー脚的表式」として.3;印刷M削“κuepac世 'mw，
CTp. 62-日1 にもかかげられている。 この表式でii. 前掲第10表と異なり，国庫を通じる所得の
再分配過程が，横行j 縦列に示されている。

5-) Ta.M :J/CC， "nOCTpO巴lllle"， CTp. 103 

6) 野津正徳j 前掲論文， 56-57ページp 参照。
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剰余生産物部分をあらわす純所得(隅)に区別される。各部門生産物の価値構成

壱，前節の再生産モデノレと 5部門部門連関パラン只(第9表)で用いられた記

号，数値例によって示せば，つぎのようになる。

第 1部門 21A， +454 %" +'21" +139町 +144m，=760 P， 

第2部門 150 A，+ 1939 %"  +1505 v， + 1719問 1=5313P，

第 3部門 55二弘+1602%，，+616 v，十928附 ，=3201P， 

第4部門 lOA，十331%，，+118 v，+51聞各=510P， 

第 5部門 19A，+519 %，，+169 v，+ 158刑 ，=865P， 

総生産物 255 A+4845 %，+21" +2547 v+3000刑 =10649P

社会的総生産物の物的構成は，横行「生産」における各部門c1~ 5)生産

物の配分として示されるが，さきlにふれたように，第日表においては，総生産

物の物的形態の区別は，再生産過程における各部門生産物の経済的用途の相異

としづ視点よりなされている。第1部門の生産物は磨損した労働手段=固定フ

ォy ドの現物補填，労働手段の蓄積および輸出に，第2部門の生産物は生産に

おいて消費された労働対象の補填，労働対象の在庫増大および輸出に，第3部

門の生産物は非生産的消費，消費資料の在庫増大および輸出に，第4部門の生

産物は非生産的固定フォ y ドの磨損補填と増加に，第 5部門の生産物は，国防

支出に，それぞれ配分される。したがヮて，横行「生産」と縦列「生産への支

出j.I労働手段補填フォ Y ド」の交叉する区号室1において，生産手段の補填部分

の物的構成が示され，横行「生産」と縦列「蓄積フォ γ ドj. I非生産的固定フ

ォンドへの投資j. I国防支出j. I消費フォンド」との交叉する区劃において，

純生産物=国民所得の物的形態とその最終利用が示されている。この各部門生

産物の補撲と最終利用の配分関係は，つぎのように示すことができる。

!一一一一←一一一一210A一一一一一一一一寸 i一一一一一←540K
第 l面1門 17 Aェ+120A，+43 A，+9 A.+21A，+47九+315九十113k， 

L五戸石15十 10E， =760 P， 
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抑制叫三五函Z11fd二五む五五L9Z25+42d521+11dSm

310，15，，-------
+155，15，，+47，15，，+25，d5，喝+158 E， =5313 P， 

第 3部門 160，15，十2749Hp十275H/)十17E， =3201 P， 

第4部門 510O=510 P， 
第 5部門 865 D=865P， 

これ以外に，輸入生産物の配分がある。

第 1部門 14111 +97112+35119十3lu+18l1n=167L1 

第 2部門 2Z21=ZL2

第 3部門 8 IHp+8 ZHcS
) = 16 Ls 

このように，ダダヤンの部門連関パヲ Yスは，社会的総生産物の構成を，生

産手段の補填部分の物的構成と価値構成，国民所得の物的構成と価値構成とし

てそれぞれ反映レ，この意味において中央統計局=ェイジェりマγ表式の諸象

限に対応する内容をもっ， といえよう。エイジェリマ γ表式にたいするダづダヤ

ン表式の特徴は，後者のばあい，諸部門を生産物の素材的種類によって分割す

るのでなく，生産物の経済的用途=再生産過程での役割によって 5部門に分割

したところにある。この 5部門分割は，一般的表式(第10表)におけるごとく，

さらに生産物の素材的種類による部門分割を内部にふくむことができるが，こ

のばあい社会的総生産物的物的価値的構成はパラン月に一層詳細に企画的に反

映されうる，といえる。他方，ダダヤ Y表式の 5部門分割においては，第 4，

第5部門の生産物が生産手段と消費資料のいずれにも関係させえない性格をも

つものと規定されているがめ， この点は，両部門の生産物の経済的性格壱誤っ

てとらえているロなぜなら， 非生産的固定フォンドはさきにのべたようにぺ

7) とこでは，H， は生産的分野と非生産的分野の労働者の個人酌消費 H，は集団的消費のみをあ
らわすものとする。

8) lHi!. lHcは輸入された消費資料の，個人的措費ム集団的消費への回分を示す。
9) Ta.M ~e， "TIocTpoeHue "， CTp. 94; OI，O/f.O，MUIfO-，M.ame.Mam削""沼eAode.lutpOeGHUe co勾ua/lucmu

'"ん.OCOuoenpou38odcmeo， 1963， C'rp. 127 
10) 野津正徳，部門連関パランスの諸形態と固定フォンド (1)，r経済論叢J第101巻第2号j 昭和

43年 2月， 23ページ。
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その機能と特殊な回転様式のうえから外見上生産的固定フォンドに類似した性

格をもつにもかかわらず，再生産過程でもつ役割からみれば本質的に消費資料

とみなすべきものであれまた，国防生産物も，その一部は素材的に生産手段

と共通する面をもちながらも，再生産過程における役割からみれば，再生産過

程より直ちに脱落し，非生産的に消費されることからして，特殊な消費資料と

みなしつるからである。したがって，両部門は，消費資料生産部門の特殊的亜

部門として位置づけるのが適切であるように思われる町。

(2) 社会的総生産物の循環E固定フォン 1，' 

つぎに，社会的総生産物の循環と，これにからみあう固定フ ~Y ドの特殊な

回転が，ダダヤY表式においてどのように表示されてし、るかを明らかにしよう。

( i ) 固定フォ Y ドの存在量

固定フォンドの存在量は，さきにかかげた 5部門部門連関パラ Y スおよび部

門連関バランスの一般的表式(第9表，第10表)には，とくに表示されていなし、。

が，ダダヤ Yは「拡大再生産の部門連関パヲンスの基本表式」叫において， 部

門連関パラνプ、にこれ壱表示する試みを行っている o そこでは，バラ Y ス表式

の最下横行〈合計欄の下)と縦列「生産への支出」との交点、に，各部門別に，生

産的固定フォ Y ドの存在量が示されている。しかし，固定フォ Y ドは，これ壱

所有する部門別に Fl' F'}.， F3' 九として示されるのみであれ固定フォン ド

の生産物種類別の区分は行われて」、ない。

(ii) 生産手段の価値移転と補填

(イ) 生産手段のうち，労働対象の移転価値部分は，エイジェリマン表式と同

様，縦列「生産への支出」と横行「生産」の労働対象部門との交点に 454X21 

十 1939.xZ3十1602Xu十 331%24+519%25 として示され， これが同時に補填価値

額を示すものとされる。輸入された労働対象については，第 1部門での生産的

11) n. M. naIlJJOIl， E 瓦 KaraHOl':l， C叫師必向刷円8同 oeuocnpoU360dclnoo 回 coupeM出 HOM 3m即'.
1963，目p.145-146なおわが国においても』軍事生産物をどの部門に属せしめるかについて，周
知iの論争がめ。。

12) 且al¥mlH， 3ICOHO.M.U叩印刷 p出 'lcmu，CTp. 37-38 さきの第5部門が第4部門に統合されていると
とをのぞけば，己の去の構成は前崎の第9表の構成と基本的に同じであるロ
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消費による移転価値額 2l.21 が示されるのみで， 直接その補填は示されていな

い。これは，のちにもみるように，輸入された労働対象の生産的消費が，直ち

に同量の国内生産物によヮて補填されるのではなく，労働手段，消費資料をも

ふくめた輸入生産物総額が，輸出される国内生産物総額と全体としてパヲンス

する，という関係が仮定されているからであるの

(ロ) 生産手段のうち労働手段=固定フォンドから漸次的に移転される価値部

分は，縦子ri牛産への支出jと横行「減価償却Jとの交点に貨幣形態の減価償

却額 21 互~+150 A，+55 :::1，+10 A，+19:;元=255Aとして示される。この表示

形式はエイジェリマγ表式と同様である。他方，磨損した労働手段の現物補填

量は，横行「生産」の労働手段部門と縦列 I労働手段補填フォ γ ド」の交点に，

17 A，斗120A，+43 A，+9 A，十21A，=21OA として示されている。 エイジェリ

マン表式では，磨損固定フォンドの現物補填は，その固定フォンドを生産する

部門別に示されるのみで，実際にその現物補填を行う部門は示されていないが，

ダダヤンのバヲンス表式では，現物補填を行う部門が部門別に示されている。

したがって，ダダヤY表式， とくにそのー般的表式(第10表)では，現物補填

が，補填にむけられる労働手段を生産する生産部門別，および実際に補填を行

う補填部門別の行列形式で詳細に表示される可能性をふくんでし、奇が，この点

も，ダダヤV表式の積極的意義であると考えられる e

固定フォ γ ドの回転←減価償却と現物補撲の表示方式においてイジヱリ

マY表式，ダダヤン表式ともまた異なる特徴壱もつ表式が，エプィモフの「国

民経済における生産物の生産と配分の部門連関パラ γ スの基本表式J(第11表)

である。エフィモフは，国家計画委員会付属経済研究所における共同研究にも

とづいて，エイジ ι リマ γ表式の構成を批判し，①ノミヲンスの第 E象限より，

磨損固定フォ γ ドの補填と大修理を除外し，条 E象限'"国民所得の部門構成と

その最終利用の表示のみに純化すべきこと.⑧第 I象限に労働対象の生産的消

費のみならず，固定フォ γ ドの磨損補填と大修理をふくめ，第 I象限に生産手

段の生産的支出を全部的に反映させること，を提案すが九かれはこの視点よ
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り，建設業について，①建設業をその建設生産物の利用者別に細分する，⑧建

設生産物中に建設=組立作業の生産物価値のみならず設備の価値もふくめる，

としサ特殊な処理壱行ったのち，ベヲ Yスの第 I象限に磨損固定アォゾ l'の現

物補填と大修理壱ふくめると正壱試みている。第11表によれば，第 I象限は上

半部に通常の労働対象の生産的消費が示され，下半部lご磨損固定フォソドの現

物補填量が叫，補填される労働手段の生産部門別， 補填部門別に表示されてい

る。犬修理はし、わば一つの生産部門とみなされ，第 I象限の最下行に表示され

る。ただし建設業はエフィモフの特殊な取扱いによって I鉄鋼企業の建設J，

「機械製作企業の建設」 などに細分され，また，労働手段として機能すべ

き機械生産物は，一且建設業の各小部門に配分され，その部門での建設生産物

の生産のために支出されたとみなされたのち，建設業の生産物の一部として，

現物補填あるいは蓄積に配分されることになる。このような建設業の特殊な取

扱いをのぞけば，エフィモフの「基本表式」は，磨損固定フォ Y ドの現物補填

の部門連関=生産部門別，補填部門別の表示をノミラユノ見に導入する点において，

ダダヤン表式と共通する側面をもっ，といえよう。

さて，ダダ γj表式の積極的恵義は上町点にあるばかりではない。さきにも

のベたように，拡犬再生産のばあい，労働手段の減価償却額と現物補填価値量

とは一致せず，前者が後者より犬きくなるのであるが，この関係がダダヤンの

ノミラ γス表式には導入されている。ダダヤ Y は横行「減価償却」と縦列「労働

手段補填フォンド」の交点において，各部門の減価償却額 255Aのうち 210A

が各部門の労働手段補填フォンドに利用されること壱マイナλ の符号によって

あらわすとともに，255Aと210Aの差額45が所得の再分配フォ Yドに入り，

生産拡大に利用されることを示している o このような，拡大再生産における減

価償却額Dと現物補填価値量Rの差額D - Rの形成とその追加的生産拡大の資

金源泉としての利用をパラ Yス表式に示すことは，社会的総生産物の循環をパ

13) A. H， 3¥tHMOE 刀兄 Bepplf，Memo印刷G刷 :po8a1t回 .MCJlCOmpaCIlC8UX nponop勾utl，1965目 "P
21-25. 

14) エフ 4モフのばあい，現物棉填価値量は減価慣却額に一致する，と吉れている。
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ラyス表式に一層具体的に反映させることであり， したがって現実の拡大再生

産過程の分析における部門連関パラ"'7-表式の意義壱一歩高めることである，

といえる。

(ilI) 国民所得の分配，再分配，最終利用

ダタ品ヤン表式において，横行「労働支払J I純所得」は新たに創出された価

値ニ国民所得の価値構成 V，間を各部門別に反映するが，これらの国民所得の

諸要素は，同時に本源的所得の貨幣的分配形態として表示されている。分配さ

れた国民所得の 1部は直接国民所得の最終利用過程に入り，国民所得の物的諸

要素の利用のために支出されるが，他の一部は再分配過程を通じて再分配所得

フォンド壱形成したのち，国民所得の他の物的諸要素の利用のため最終的に支

出される。この過程における諸要素のバラ"，7-関係を第9表の数値例を用いて

示せばつぎのとおりである。

(イ)分配された国民所得のうち， 生産的分野の労働者の労働支払 2547v 

は，直接に，消費資料の個人的消費司防士， 2749 H，十8lHp のうち，2547相当分

の消費に利用される。

(ロ) 再分配所得フォ Y ドは，減価償却額 255Aと現物補填価値額 210Aとの

差額45と純所得3，000酬の合計3045より形成される。

約再分配所得フォ Yド3045は，つぎの諸要素の最終利用に支出される。①

蓄積フォンド， 540 K+167 L， +310 dS，。⑧消費資料の在庫増大， 1604580 ③ 

非生産的分野の労働者の労働支払，210ザ。 己の 210t は，2749Hp+81Hp の

うち，残りの210相当分の個人的消費に利用される。④消費プォ Y ド(集団的消

費)， 275 H，十81Hco⑤非生産的固定フォ V ドの磨損補填と増加， 510 (/)，⑥国

防支出，865D。さらに，輸出と輸入は，その価値総額において.167L1+2Lz

+16L，~lO E， +158E.+17 E，としてλラソスすると想定されている。

以上のように，ダダヤ Y表式においても，国民所得の循環一一一分配，再分配

および最終利用 過程が表示されているが，ダダャ γのばあい，届民所得の

再分配と最終利用過程の表示方法には，つぎのような特徴がある。第一に，ダダ
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ヤY表式において固定フォンドの減価償却額と現物補填価値額との差額D-R

の追加的生産拡大への動員が示されているのはさきにみたとおりであるが，こ

のばあいD-Rは，純所得と一括され，再分配所得フォ Y ドを形成するものと

みなされ口、る。しかし，1J-j(は，本来国民所得 V，刑の要素ではなく，

沈澱した減価償却アォンド=生産手段の移転価値 C の一部が現物補填より解放

され，生産拡大に利用されたものにすぎなし、から，D-Rを再分配所得ソォ Y

ドにふくめ，さらにこれによる追加的生産拡大を国民所得の最終利用の一環と

みなすととは正し〈ない。ただ他の表示方法壱とるばあい，バランスの構成が

過度に複雑になるrめ，との表示方法を便宜的に用いることはやむをえないと

しても，その点の厳密な隈定壱行うことが必要である。第二に，ダダヤY 表式

においては，再分配所得フォンドの利用が，パヲン月の独自の横行として示吉

れているため，再分配所得の蓄積フォ y ド，消費アォ y ドその他への利用がき

わめて簡明に示されうる利点、があるが，その反面所得の再分配と最終利用の経

路を全く示しえない欠陥もある o 例えば，オパーリン表式では，分配された国

民所得の 1部はサーヴィス支払，国庫支出を通じて独立採算的サーヴィス組織

の賃金と利潤，国家的組織の賃金などに再分配され，形成された最終所得は，

労働者個人，企業，国家によって，消費フォ Y ド，蓄積フホ :/Fとして利用さ

れる。これに対してダダヤ γ表式では，D-Rと純所得の合計として形成され

た持分自己防得は，その源泉とは全く無関係に，蓄積フォ y ド，消費フォンドそ

の他に最終利用され，したがって，再分配経路も，最終利用の主体もともに全

く表示されないのである町。

(iv) 蓄積の部門連関

さらに3 ダタfヤY表式の縦列「蓄積フォ Y ド」と横行「生産」との交点にお

いては，調民所得の最終利用のー形態として，蓄積フォ:/"の諸要素が詳細に

表示されている。第9表では，蓄積のうち，労働手段の増加，労働対象の在庫

増大についてその配分部門=所得部門別の表示が行われるのみであるが，一般

15) ダダヤヅピおいても l 再生産モデルVIaでは再分回過程に租税，貨幣貯蓄が革入されている。
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的表式(第1日表)においては， 労働手段の増加と労働対象の在庫増大が， その

生産部門=生産物種類別，配分部門=所有部門別の部門連関においてとらえら

れている。このような蓄積用生産手段の生度部門=生産物種類別，配分部門=

所有部門別の部門連関の表示札生産手段の運動とくに固定フォ Y ドの回転と

新蓄積の状況を分析するうえで，明らかに大きな意義をもつものである。他方，

ダダヤ Y においては， I投資j概念の内容が明確に規定されず，労働手段の増

加，労働対象の在庫増大，非生産的固定フォ γ ドの増加と補填などにたいする

最終所得の利用がすべて「投資j とよばれている。しかレ非生産的固定プホ γ

ドは本質的に消費資料の役割をはたすものであれこれの増大を労働手段の誓

積と同一視して「投資」とみなすことは，再生産過程における両者の役割の相

異を無視した， I投資」概念の乱用であるといわなければならない。

以上の検討によって，ダダヤンの 5部門部門連関パラ Y ス表式の意義と限界

をつぎのように総括することができる。ダダャγ哀式は，社会的総生産物の構

成 生産手段の補填部分の物的価値的構成と閏民所得の物的価値的構成

とその循環一一生産手段の価値移転と補填，国民所得の循環における分配，再分

配および最終利用一一ーの諸局面を基木的に反映しており，その限りでは部門連

関バランスの基本的形態であるェイジヱリ~:/麦式にほぼ対応し，再生産表式

の具体化，拡張のー形態として位置づけることができる。ダダヤ Y表式の特徴

は，エイプヱリマ Y表式と対比したばあし、，つぎの諸点があげられる。第ーは，

社会的生産物の経済的用途の相異による部門分割(5部門)をノミヲン見表式に導

入し(第9表)，ついで，乙の部門分割と生産物の素材的特性による多部門分割

とを結合(第10表)するこ Eによって， 社会的総生産物の諸要素の再生産過程

一ーその構或と循環をより具体的かっ全面的に反映しうるパランス表式を作成

したことである。第三は 5部門分割にもとづいて労働手段生産部門を独自の

部門として区別し，固定アォ Y ドの特殊な回転様式をパラン旦表式に反映させ

る可能性を示したことである。 とくに一般的表式(第四表)では， 固定フォン

ドの存在量の部門別表示，固定フォンドの減価償却の部門別表示，画定フォン
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ドの現物補填と新蓄積の部門連関一ーその生産部門別，配分部門別の連関ーー

の詳細な表示によって，固定フォンドの回転の諸局面をバラ γス表式に反映さ

せる試みが行われている。また，第9表では，差額D-Rの追加的生産拡大の

資金源泉としての利用が，部門別に示されている。第三に，国民所得の再分配

局面が，再分配所得の形成と利用として独自の縦列，横行に示され，両行，列

の合計がノミラ γスするとされているが，この表示方式も，再分配所得の形成と

最終利用をきわめて簡明に示しうる方式として，エイジェリマ Y表式，オパー

リY表式あるいはエフィモフ表式と異なる独自の意義をもっといえよう。これ

らの反商，ダダヤン表式の限界として，第一に，非生産的固定フォ Y ドと国防

生産物の消費資料としての経済的性格を見おとしていること，第二に，再分配

局面の表示において所得の再分配経路と最終利用の王体の表示を欠くとと，第

三に， I投資」概念か可ミ明確であること，などのあることは，さきにふれたと

おりである。結局，ダダヤユメの 5部門部門連関バランスは，その基礎概念にこ

れらの弱点壱もちながらも，社会的総生産物の再生産過程とくに固定フォソド

の特殊な回転様式を一層具体的に反映しうる点において，部門連関パヲ Yスの

構成の改善の一方向を示しており，再生産過程の分析における部門連関バラン

月の利用の有効性を一歩高めるものと評価できるであろう。ただし，以上に指

摘した意義は，パラ γ3えの理論的枠組についてのみ妥当することであり，パラ

γスの実際の利用は，現状では統計情報体系の不備，と〈に固定フォ Y ドの減

価償却，現物補填，蓄積についての詳細な資料の欠如によって大きく制約され

ざる壱えなし川〉。

N 国民経済パヲンスと固定フォンド

さいごに，部門連関パラ:/7.における固定フォンドの回転の表示方式がもっ

意義と限界を一層よく理解するために，伝統的な国民経済ノミラ Y月において，

16) さら L ダダヤγ部門連関バラ γスの基礎である再畳乙喧の数理モデノレの理論的性格の横討が必
要であ還が，紙数の制約のため加の機会にゆずる。
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固定アォ y ドの特殊な回転様式がどのように反映されているか，を明らかにし

主こし、。

現行の国民経済λ ラソス体系の骨格は， 1957年ソ連邦統計家会議で採択され

たものであり，つぎに示す7個の主要表と11個の付表よりなる町。

(1) 国畏経済パヲ Yス総括表

(2) 国民経済の労働資源パラ Yス

(3) 社会的生産物の生産，消費および蓄積のパラン月=総合物材ノミラ Yス

仏) 社会的生産物の配分

(助 国民経済における社会的生産物と国民所得の生産，分配および再分配の

パヲ yス=財務パランス

(6) 社会的生産物の国民経済基本部門別再生産

(7) 国民経済の固定フォ Yドパラ Y月(磨損を控除した全本源的価値による〉

この表体系のうち，固定フォ γ ドを反映する主要な表は， (3)(司(7)である。こ

こでは(7)を主な対象とする。

固定フホ γ ドパヲ γスは，主要表，①固定フォンドパヲ Yメ(磨損を控除した

本源的価値 (nep出旧日品目印 CTOHMOCTb) による)(第12表〉と付表，⑧固定フォ

ンドパラン月(全本源的価値による)(第四表)，③固定フォソドパヲ Yス(対比価

格の全価値による) (構成は第13表と同じ)，④投資パヲ γ旦(第14表しからなる。

まず固定フォソドバランス表①の構成(第12表)壱示せば， 第 12表の表側

は，生産的固定フォンドと非生産的固定フォンドにわかれ，ともにさらに所有

形態別と部門別に区分されている o 表頭は r期首の固定フォ Y ド存在量」

と「年聞の固定フォ γ ド受入」の合計 (1十 5)が「年聞の磨損と老朽」と「期

末の固定フォンド存在量jの合計 (10斗 11)にバラ γ3えする。また「固定フォ

γ ドの増加Jは「期末の存在量」ー「期首の存在量j として与えられる。固定

フォンドバランス表①は固定フォ Y ドの本源的価値(企業会計の取得価格によ

って評価される)より磨損価値部分を控除した価額によって測定され，表②は磨

17) B. A. C060JJb， O'tep刷 no8onpocaM由 .IIallcaltapooH.oao x03!ldcfflea， 196"0， Cτp. 125-126 



38 (192) 第 102巻揖3号

第12表国民経済の固定づす y r:パラシス(195一年)

(磨損号控除した本源的価値による)

国民経済の所有形態と部門名

I 生産的固定フォンド

A 札会主義的所有

うち a)国家的

b)協同組合=コルホ ズ前

部門別伺庁有形態の区分与くむ)

1 工業

2 建設業

3 農業

4 林業

5 運輸

6 通信

7 商業調達z 供結

B. ルホズ員の個人所有

CJ士号車と組合未加入手工業者の

生産的固定フォンド 合計

R 非生産自ペ固定フォンド

A 社会主義的所有

うち.)聞事的

b)協同組合=コルホーズ的

部門別(所有形態の区分ふくむ)

1 住宅経営

2 公共経営

3 教育と科学

4 保健

5.行位

B 骨働者勤務員 コルホーズ員の
個人所有(住宅フォ γ ト)

C 個人農民と組合末加入手工業者の
個人所有

非生産固定フォンド 合計

l雪昨年五時軒町口F
-71修 2j受 ;長う淵同 z
zfJZ|人損出失時計|引高
nzn 

ゴ民経済総計 | 
。庁有形穂別) 「下 II I I I 口

白二j 凶 60Jlb，O'tepKu no 8onpoca.u 6allaxca Hapodl(oW x03Rilcmoa， CTp. 210-211 
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第13表国民経済の固定フォンドパフンス(表顕のみ)
(全本源的価値による)

(1出'"

年聞J骨~の固定フォン
存在量ド期首定固の V 入 年聞の圃定フォンド離脱 ド期 加匝

書ー抽善新設備 形態から他師門の 畳 損に老朽最 損 形他 離 在量存末固の 定
形国民態経と済部門の所名有 態の フよ へ部 且オ

フ 入る の 門脱 定 γ
対 的 脱離静的 静4由 ア ト
ン 竪転所有 転所 オ

の 計磨失有計ン増

i 1 I 213  4 I 5 I 617  I 819  I lD 

注 1) C060JIb， ma.ll ~附. CTp_ 220 

2) 表側は第12表と同じのため，省略。

第14表・投資パランス(表現のみ〕

国民怪梼の所有
陪簡と部門名

物期首

1 
投資

取得新建設 大 投

修資

再T理計

操業開始

新大

設備 修

施

設理

古よる事建設

委主二+苧q銭主s 
中断") 

4こ

I 1 I 2 3 4 I 5 6 I 7 I 8 I 9 

体 1) Co60Jlb. mam :HCe， CTp. 224 

2) 表側は第12査と同じのためj 省略。

損価値部分を控除せぬ全本源的価値により測定吉れる。 したがって表②(第13

表)は表①(第12表)より「磨損」とこれに対応する「大修理Iの縦列をのぞい

たものである。

ぎて， これら固定フォ y ドパヲン九が，固定アォゾドの回転をどのように反

映市るかをつぎに検討する。

(け 固定フォ Y ドの存在量

固定ア才 V ドの価値量は，さきにふれたように，生産過程における機能と生産

物にたいする漸次的価値移転の結果，次第仔減少する。固定フォ γ ドの当初の

価値量から価値移転分をのぞし吋'何倍量は，残存価値 (OCTaT凹 HaaCTO:mWCTb) 

量 kよばれるが.この残存価値量は，本源的価値より磨損価値部分を控除した価

額により測定されるパランス表①(第12表)の「期首， 期末の固定フォ Y ド存

在量」に反映される。表①の他の縦列は固定フォンドの価値的存在量の期首，
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期末の変化の諸要因をあらわすものであり，したがって表①は固定フォンドの

価値的動態を明らかにする， とされる明。 i閏定フォンド存在量」は社会形態

別・部門(大分類)別に表示されている。 また固定フォンドは， 漸次的価値移

転に応じて当初の価値量が減少するが，他方，物理的な存在量は正常な耐用期間

中ほとんど変化せず，またその生産能力も急激には減少しない。との固定フ埼

γ ドの物理的存在量を近似的に反映するとされているのが，磨損価値部分を控

除せぬ本源的価値にもとづ〈バラソス表⑧(第13表)における「期首. 期末の

固定プォ Y ド存在量」である。表②はまた，耐用期間中生産能力が変化しない

との仮定の下に，生産能力の動態を明らかにしうる，とされている問。ただ，

両表においては，各所有形態， 部門(大分類)別の固定プォ Y ド存在量は表示

されているが，その固定フォ γ ドの生産部門=生産物種類別の表示は行われて

いない。

(ii) 価値移転と補填

圃定フォンドの移転価値部分は，表①の縦列「磨損」に反映される。移転価

値部分は直接には測定できないから， i磨損」は実際には減価償却額によって

評価されるわけであるへ固定フォ Y ドの価値量は，理論的には，耐用期聞の終

了にともなう生産能力の滅失あるいは漸次的価値移転の完了とともに消滅する

が，現実には，廃棄された固定フォンドの実体中にも大なり小なり価値量が残

存し，この価値量は廃棄吉れた固定フォ Y ドの実体とともに流動フ庁〉ノドに引

渡される内この何値量は「固定フォソドの廃棄」に示されて旬、る。

固定フォ γ ドの補填には，耐周期間中に行われる部分的補填=大修理と耐周

期間後の全面的補填=更新があるが，前者は表Cむの「大修理 lに反映され，後

者は固定アォンドの蓄積と一体になれ表①の「新設備・施設の操業開始」に

反映される'"。注意すべきことは，この縦列では，減価償却フォンドにもとづ

18) Ta.M xe， CTp_ 172 

19) TaJt ;;a， CTp_ 172 なお表③は表2と全く同じ構成をもつが!時系列比較を可能にするため，
対比価格により評価される。

20) 実際にはa 現物補填蓄積はj 固定フォンドの「他の部門 所有形態からの移転」によっても
行われうる。しかし「他からの移転」は「他への移転」と合計額においてパランスするため と
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〈現物補填による新設備・施設の導入と国民所得の蓄積フォ y ドによるその導

入とが価値的，現物的に全く区別されず i操業開始JとLづ具体的項目のう

ちに一括されてし、ることである。斑物補填と蓄積が区別されないため，現物補

填価値量と減価償却額との比較も不可能であわしたがって差額D-Rの動員

による追加拘生産拡大も，その大きさが不明のまま， i操業開始」の列にふく

められている" i操業開始」の列は固定フ宇 Y ドの現物補填，蓄積，追加的生

産拡大の主要閃による，同定フォ Y ド実体の導入を何ら区別せず一括してふく

んでいるわけである。

(iii) 菩積

表①における固定フォンドの蓄積の表示はうえのとおりであるが，蓄積は表

④投資パヲ γス(第14表)にも一定の側面より反映されている。投資パラ Yス

は i投資量と固定フォ y ド増加との連関を確定すると七、う目的」叫をもち，

「期首の未定工建設物の残高」と「投資」の合計が .1操業開始J，1建設作業

の中断」と「期末の未完工建設物の残高」の合計にパヲンスする関係を示して

いる。いし、かえれば，投資パラ γスは投資による固定フォ Y ドの導入状況を，た

んに物的側面から，期首の未完工建設物の引継，新たな投資，建設作業の完了

による操業開始，作業の中断，期末の未完工建設物の発生，とし、う諸段階にワ

いて示そうとするものであるといえよう。したがって固定アォ y ドの蓄積は，

ここでも現物補唄，追加的生産拡大と価値的，現物的に区別されず i投資J

中の一項目「新建設，再建と取得」に一括されている。また，固定フォソドの

蓄積についても，固定フォソドの配分部門=蓄積部門別の部門構成は示きれて

いるが，その固定フォ :/Fの生産部門=生産物種類別の表示は行われてし、ない。

以上町検討を通じて，同定フォンドの回転様式をし、かに反映しうるかという

視点からみた， 固定フォンドパラ Y スの意義と限界を明らかにすることがで

きる。その意義は， 第ーに， 固定フォ y ドパランスにおいては， 固定フォン

「ではこれ争機能中の固定フォンドの部門問 所有形態間移動のみに限られるとみなし，補填
蓄積の問閣からは度外視する。

2]) Ta.M:J/CιCTD. 173 
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ドの回転の諸局面が， 社会的所有形態別と部門(大分類)別との二側面からと

らえられることである。社会主義的再生産過程の分析と計画化において，固定

フォ y o.の回転の諸局面壱社会的所有形態の異なる諸部面について明らかにす

ることはきわめて重要な意義春もつが，部門連関パヲ Y スにおいて行いえない

社会的側面の分析が，固定アォ Y ドパラ y スでは可能である。第二に， 固定

アォ Y ドパラ γ凡では， 固定フォソドの運動を， たんに価値移転，減価償却，

現物補填と蓄積という回転の基本的諸局面について区別するのみではなく，期

首・期末の存在量，未完工建設物，操業開始，部門間移転などという，固定フ

ォソドの現実の物的存在形態と量的変化にそくした一層具体的な項目によって

反映して lハることである。パヲ Yス壱実際の国民経済の再生産の分析と計画化

の具体的用具として役立てようとするならば，こうした表示方式は当然必要な

ことであろう。他方その限界は，第ーに，固定フォ γ ドパラγ スにおいて固定

フォ Y ドの運動の表示が固定フォンドの物的存在形態にそ〈したきわめて具体

的な項目によって行われる結果，固定フォ Y ドの現物補填，蓄積，追加的生産

拡大の三要因壱価値的・素材的に区別することができず，これを「操業開始」

あるいは r投資Jの項目に一括している。とくに補填と新蓄積の区別が無視

されるため，固定フォ y ドの特殊な旧I転様式が明確に表示されていない。第二

に，固定フォンドの存在量，補同Ii:.蓄積の表示において，その回定フォソドを

所有(あるいは補填，蓄積)する部門，所有形態の表示は行われるが，その固

定フ~ソドの生産部門=生産物種類別の哀示は行われず，したがって画定ソオ

ンドの生産・配分の部門連関が反映されない。第三に，ハラ Y ス表仰Jの生産諾

部門の分類は大分類であるため，固定フォ/'~の回転の諸要素壱細部門にわた

って詳細に示すことは不可能である。

むすび

以上，われわれは，部門連関バランスの諸形態 ェイジ z リマ Y表式，オ

バーリ γ表式，ダダヤン表式ーーと国民経済パランスのー要素である固定フォ
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ンドパラ γスにおいて，固定プォ γ ドの特殊な回転様式が，社会的総生産物の

運動 その構成と循環との連関をもちつつ 、かに反映されているかを検討

してきた。

つぎに，その結論をふたたび筒潔にま Eめるこ正によって，むすびに代えた

し、。

第一。部門連関パラ Y 7.の基本的形態である中央統計局ニエイゾヱリマ Y表

式は，第]， n， m象限において，社会的総生産の価値的物的構成壱表示する

とともに，社会的総生産物と国民所得の循環の諸局面ー←生産手段の生産と補

填，国民所得の分配，再分配および最終利用の諸局面を反映している。他方，

エイジェリマンは圏定フォ YFの回転の表示において，その価値移転，補填，

蓄積の部門連関 固定フォ y ド諸要素の生産部門別・配分部門別の連関を十

分に表示しえていない。

第二。素材的視点の多部門分割にもとづ〈オパーリ Y多部門表式は，社会的

総生産物の構成と循環壱基本的に反映し，また生産フォ Y ドの存在量および蓄

積生産手段について詳細な生産部門別・配分部門別の部門連関を表示し，か〈

て部門連関パヲ Y スの具体化と拡張の一方向を示している。他方，オパーリ y

は，機械論的思考にもとづいて，固定フォ γ ドと流動フォ γ ドり回転様式一一

価値移転と補翼の過程一一ーの相異を区~Ijしえず，乙の相異をたんなる両者の流

通速度の量的差異に解消するとともに，井生産的固定フ才 y ドに生産的固定フ

ォンドと同じ価値移転方式を類推するという，大きな誤りを犯している。

生産物の経済的用途による 5部門分割にもとづくダダヤン部門連関ノミラ Yヌ

は，社会的総生産物の構成と循環を基本的に反映するとともに，固定フォ Y ド

の補f買を蓄積の生産部門・配分部門別の部門連関を示し，主た現物補填価値量

と減価償却額との差額D← Rの追加的生産拡大への利用をパヲ Yスに表示する

など，部門連調パラ Yスの具体化と拡張のうえに積極的な意義をもっ試みを行

っている。他方，ダダャγにおいても，非生産的固定フォ y ド，国防生産物の

経済的性格の誤解， I投資」概念の不明確さ，などの弱点がある。
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第二。国民経済パラ Yス体系のー震である固定ブォ Y ドパラ Yスは，国民経

済の諸部門と社会的所有形態の両面側から，固定フォ Y ドの運動をその物的存

在形態にそくした具体的項目によって表示するものであるが，他方でほ，補填

と蓄積の区別Iの欠如，固定フォンドの存在量，補填， 蓄積の部門連闘の欠如，

部門分類(犬分類〉におけるきめの粗さ， などのよて陥をもっている。 したがっ

て固定フォ Y ドパヲ Yスと部門連関パラソスとは，固定フォ Y ドの回転の表示

の薗において，相互に補完的役割壱果しうる，と考えられる。




